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等価形態の論理 （上） 
－「簡単な価値形態」の論理 （その２）－ 
 
川 崎  誠 
 
はじめに 
本稿は先に発表した拙稿「『簡単な価値形態』の論理 （その１）」（本月報 490 号所収［2004.4］）
の続篇であり、『資本論』商品章第三節「価値形態または交換価値」の「Ａ 簡単な、個別的な、
または偶然的な価値形態」について、その内「３等価形態」の論理の展開を辿るものである。 
「『商品の二要因』論の論理」（本月報 475 号所収［2003.1］）以下の拙稿で明らかにしてきたよう
に、『資本論』第一巻の叙述は『大論理学』と論理的な対応を有する。本稿の範囲である「３等
価形態」は、『大論理学』本質論第一篇「自己自身における反省としての本質」の第二章「本質
性または反省規定」、「Ｂ区別」の「３対立」に対応し、前稿で採り上げた「１価値表現の両極」
「２相対的価値形態」及び続稿で採り上げる「４簡単な価値形態の全体」と合わせて、「Ａ 簡
単な、個別的な、または偶然的な価値形態」の叙述は『大論理学』の「本質性または反省規定」
章に対応する－因みに「Ｂ全体的な、または展開された価値形態」「Ｃ一般的価値形態」及び「Ｄ貨幣形態」
は「根拠」章に対応－。 
以下では、先ず『資本論』の本文を掲げ、次にそれに対応する『大論理学』の叙述を引く（「⇔」
で対応関係を示す。左側は『資本論』邦訳テキストのパラグラフ番号と頁数、右側は岩波版『大論理学』の巻数・
標題・パラグラフ番号及び頁数である。標題に関してはヘーゲルによるものの他に、岩波版訳者武市健人による
ものをも含む）。その後に続くのが本稿の読み解く論理である。 
但し本稿が検討する範囲の『資本論』の論理は難解である。私事を明かせば、前稿の発表後
時を経ずして本稿も印刷に回せるものと考え、実際九割方は完成したつもりでいたのだが、最
後の詰めの段階に至ってどうにも論理の展開が把握しきれなくなってしまった。菲才を棚に上
げて言えば、「きわめて没内容的であり簡単である」（初版序言）とされる価値形態だが、「人間精
神は二〇〇〇年以上も前から、これを解明しようとして果たさなかった」（同）のであり、その
「すべての価値形態の秘密」（p.82）がそこに潜んでいる「簡単な価値形態」の、なかでも等価
形態の論理は、先行する相対的価値形態の論に比しても議論は錯綜しているからである。 
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